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日
本
共
産
党
市
議
団
を
代
表
し
て
、

新
市
長
の
２
０
２
４
年
度
施
政
方
針

及
び
予
算
編
成
、
さ
ら
に
市
長
の
選
挙

公
約
に
つ
い
て
質
し
、
様
々
な
問
題
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
市
政
の
後
退

を
許
さ
ず
平
和
、
暮
ら
し
、
教
育
の
充

実
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
質
問
に
対
し
市
長
は
、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
非
保
有
者
に
は
申
請
に
よ

ら
ず
資
格
確
認
書
を
交
付
す
る
、
水
道

水
中
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
）
に
つ
い
て
、
５０
ナ
ノ
グ
ラ
ム
／
㍑

の
基
準
以
下
に
極
力
少
な
く
す
る
よ

う
に
努
力
し
た
い
、
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
、
子
ど
も
の
権
利
擁
護

機
関
の
４
月
配
置
、
子
ど
も
が
直
接
話

せ
る
相
談
室
も
秋
頃
開
設
予
定
が
明

ら
か
に
。
東
部
地
域
に
児
童
館
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
市
は
、
居
場
所
の
必
要
性

は
認
め
、
子
ど
も
の
意
見
も
聞
き
、
既

存
施
設
活
用
、
新
設
・
建
替
え
時
含
め

て
議
論
を
進
め
る
と
答
え
ま
し
た
。

　

補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
を
実
現

す
る
会
な
ど
が
署
名
運
動
に
取
り
組

み
、
党
市
議
団
が
繰
り
返
し
要
求
し
て

き
た
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
助
成

制
度（
購
入
費
の
半
額
・
上
限
５
万
円
）

が
始
ま
り
ま
す
。
医
師
が
補
聴
器
の
必

要
性
を
認
め
た
高
齢
者
が
対
象
で
す
。

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
制
度
が
つ

く
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
で
す
。

　

市
は
、
高
齢
者
の

「
聴
こ
え
の
支
援
事

業
」
と
し
て
、
補
聴
器
の
普
及
・
啓
発
、

加
齢
性
難
聴
や
補
聴
器
の
正
し
い
理

解
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
の
講
座
や
講

演
会
の
ほ
か
相
談
事
業
も
行
い
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
助
成
金
額
の
拡
大
、

所
得
制
限
の
撤
廃
な
ど
も
求
め
て
い

き
ま
す
。

　

全
国
で
広
が
る
学
校
給
食
費
無
償

化
。
東
京
都
も
実
施
自
治
体
に
は
半
額

補
助
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
武
蔵
野
市

で
も
質
を
し
っ
か
り
維
持
し
た
う
え

で
無
償
化
の
実
現
を
繰
り
返
し
求
め

て
き
ま
し
た
。
小
美
濃
市
長
は
、
で
き

る
だ
け
早
く
実
施
す
る
、
そ
の
際
４
月

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
無
償
化
す
る
、
ま

た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
不
登
校
等
の
理
由

で
給
食
を
と
っ
て
い
な
い
場
合
や
市
立

学
校
以
外
に
通
う
場
合
も
支
援
し
て

い
き
た
い
と

の
考
え
を
明

ら
か
に
し
ま

し
た
。

　

児
童
虐
待
が
増
加
す
る
中
、
児
童
相

談
所
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
武
蔵
野
市
を
管
轄
す
る
の
は
杉

並
区
内
の
児
童
相
談
所
で
す
が
、
対
応

件
数
の
増
加
に
よ
り
、
増
設
を
求
め
る

要
望
を
議
会
で
取
り
上
げ
て
き
ま
し

た
。

　

今
回
、
西
久
保
に
あ
る
多
摩
府
中
保

健
所
武
蔵
野
三
鷹
地
域
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、「
地
域
セ
ン
タ
ー
」）
の
一
部
を
改

修
し
、
児
童
相
談
所
を
２
０
２
９
年
度

か
ら
併
設
す
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
相
談
所
の
増
設
に
つ
い
て
、
当

初
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
を
か
く
ま

う
一
時
保
護
所
の
新
設
も
検
討
す
る

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
セ
ン
タ

ー
内
で
は
「
無
理
」
と
市
長
が
答
弁
。

子
ど
も
の
命
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。

児
童
相
談
所
の
設
置
に
伴
い
、
一
時
保

護
所
の
設
置
を
強
く
東
京
都
と
武
蔵

野
市
に
求
め
ま
す
。

　

地
域
セ
ン
タ
ー
内
に
児
童
相
談
所

を
併
設
す
れ
ば
、
今
ま
で
要
望
し
て
き

た
保
健
所
の
復
活
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
市
は
、
感
染
症
に
対
応
で

き
る
機
能
の
強
化
を
求
め
て
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
保
健
所
の
復
活
を
東
京

都
な
ど
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

武
蔵
野
市
は
こ
の
間
、
学
校
給
食
の

質
を
落
と
さ
ず
保
護
者
負
担
を
増
や

さ
な
い
対
策
と
し
て
、
学
校
給
食
費
の

独
自
補
助
を
行
い
、
保
育
・
福
祉
施
設

へ
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０

２
４
年
度
の
予
算
に
は
学
校
給
食
費

の
独
自
補
助
は
計
上
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
保
育
・
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
予

算
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

物
価
高
騰
で
市
民
の
く
ら
し
が
引

き
続
き
大
変
な
な
か
、
代
表
質
問
で
保

育・福
祉
施
設
等
へ
の
補
助
の
継
続
、市

民
へ
の
新
た
な
物
価
高
騰
対
策
を
求

め
ま
し
た
。
小
美
濃
市
長
は
、
学
校
給

食
費
の
独
自
補
助
は
予
算
に
計
上
し

支
援
を
継
続
す
る
が
、
他
の
支
援
は
国

の
臨
時
交
付
金
が
く
れ
ば
検
討
す
る

と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
武
蔵
野
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
２
月
２０
日
～
３
月
２６
日
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
１２
月
に
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
で
当
選
し
た
小
美
濃
安
弘

新
市
長
の
も
と
で
最
初
の
市
議
会
、
最
初
の
予
算
案
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
の
ほ
と
ん
ど
は
松
下
市
政
時
に
準
備
さ
れ
た
も
の
で
、
市
民

の
切
実
な
願
い
と
運
動
、
日
本
共
産
党
市
議
団
の
こ
れ
ま
で
の
論
戦
で
市
政

を
動
か
し
て
実
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

小
美
濃
市
政
の
問
題
点
を
２
面
で
紹
介
し
ま
す
。

補聴器購入費助成を新設、学校給食費無償化実施へ
市民の願いと共産党の論戦が市政を動かす

本
間
ま
さ
よ

橋
本
し
げ
き

三
島
　杉
子

２０２４年度予算加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
費
助
成
ス
タ
ー
ト

小
中
学
校
の
給
食
、質
を
守
っ
て
無
償
化
へ

　
―
―
年
度
途
中
か
ら
実
施
し
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
対
象
に

武
蔵
野
市
内
に
東
京
都
が
児
童
相
談
所
新
設
へ

　
一
時
保
護
所
の
設
置
を
求
め
る

物
価
高
騰
か
ら
市
民
の
く
ら
し
を
守
る

　
市
独
自
の
施
策
を

○全世帯対象に家具転倒防止
金具購入費用補助　今まで高
齢者、障がい者世帯に助成し
ていた家具転倒防止金具など
の購入費を全世帯を対象に補
助。
　

○民間井戸のPFAS水質調
査　市内の井戸水の状況を把
握するため、希望する民間井
戸使用者に対して、PFAS（有
機フッ素化合物）水質調査を
実施。

○看護小規模多機能型居宅介
護事業所開設助成　訪問看護、
訪問介護、デイサービス、シ
ョートステイのサービスを一
体的に提供する事業所（吉祥
寺南町３丁目）の開設支援。

○子どもの権利擁護機関の設
置　「武蔵野市子どもの権利
条例」に基づき、子どもの権
利について、子どもが直接相
談できる相談窓口を設置し、
普及・啓発のとりくみ。

○小中学校改築　第一中学校
・第五中学校の工事、第五小学
校・井之頭小学校の実施設計。

○部活動指導員増員　中学校
・各校２名→４名。小学校全
校で４名を新規配置。

○不登校対策と教育相談の体
制強化　支援員（常駐型）配置
８校→１３校に。教育相談員１２
名→１３名に。チーフスクール
ソーシャルワーカー新規配置

○木造住宅耐震化助成の拡充

主な新規・拡充事業

定
例
会
を
終
え
て
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小
美
濃
市
長
と
な
っ
て
初
め
て
の
議
会
で
し
た
が
、
昨

年
１２
月
の
市
長
選
挙
で
掲
げ
た
「
公
約
」
が
早
く
も
馬
脚

を
現
し
ま
し
た
。

▼
小
美
濃
氏
の
公
約
に
、「
年
金
＋
５
万
円
」
と
い
う
の
が

あ
り
ま
し
た
。
年
金
に
加
え
て
、
武
蔵
野
市
が
月
５
万
円

支
給
し
て
く
れ
る
と
受
け
止
め
た
市
民
も
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
は
高
齢
者
が〝
働
い
て
毎
月
５
万
円
稼
ぐ
〟
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
市
民
に
誤
解
を
与
え
る
記
述
は
非
常

に
不
誠
実
で
す
。

▼
小
美
濃
氏
は
、「
二
中
・
六
中
の
統
廃
合
は
白
紙
に
」
と

公
約
を
掲
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
議
会
で
市
長
は
、
二

中
・
六
中
の
統
廃
合
に
「
決
し
て
反
対
し
て
い
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
」「
武
蔵
野
市
の
小
中
学
校
が
今
の
ま
ま
の

１８
校
で
本
当
に
い
い
の
か
」
と
答
弁
し
、

改
築
工
事
が
進
ん
で
い
る
小
中
学
校
以

外
の
学
校
に
つ
い
て
、
今
後
２
年
間
で

議
論
し
、
２
０
２
６
年
度
か
ら
行
わ
れ

る
学
校
施
設
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
統
廃
合
の

対
象
が
二
中
・
六
中
だ
け
で
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

▼
吉
祥
寺
地
区
の
医
療
体
制
の
充
実
を
望
む
声
が
大
き
い

中
、
小
美
濃
氏
は
「
吉
祥
寺
地
区
の
病
院
ベ
ッ
ド
を
増
床
」

と
公
約
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
予
算
審
議
の
中
で
日

本
共
産
党
市
議
団
の
質
問
で
、
ベ
ッ
ド
数
を
増
や
す
こ
と

は
「
大
変
厳
し
い
状
況
に
な
っ
た
」
の
で
「
申
し
訳
な
い
」

と
謝
罪
し
ま
し
た
。
早
速
の
公
約
破
た
ん
で
す
。
ま
っ
た

く
無
責
任
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

小
美
濃
市
長
は
、
議
会
答
弁
で
、「
今
す
ぐ
原
発
ゼ
ロ
を

訴
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
私
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
」、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て
「
国
家
の
安
全
保
障
に
も
関

わ
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
と
し
て
は
慎
重
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
」、「
現
行
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
対
し
ま

し
て
現
時
点
で
中
止
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
検
討

い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

　

松
下
市
長
（
当
時
）
は
、
市
民
の
利
益
の
た
め
に
、
国

や
都
に
対
し
て
言
う
べ
き
こ
と
は
言
う
と
い
う
政
治
姿
勢

で
し
た
。
例
え
ば
、
松
下
氏
は
、
原
発
再
稼
動
ス
ト
ッ
プ
、

原
発
ゼ
ロ
を
実
現
す
べ
き
、
日
本
は
核
兵
器
禁
止
条
約
の

批
准
を
と
の
立
場
を
表
明
し
て
い
ま
し
た
。
自
公
政
権
が
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
推
進
の
た
め
に
健

康
保
険
証
を
廃
止
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
も
、
保
険
証
の
存

続
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

小
美
濃
市
長
は
、
自
民
党
の
悪
政

に
従
い
、
そ
の
悪
政
を
武
蔵
野
市
に

持
ち
込
む
立
場
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
。

「
年
金
＋
５
万
円
」は〝
自
分
で
働
け
〞と
い
う
こ
と

二
中・六
中
だ
け
で
な
く「
全
小
中
学
校
の
統
廃
合
」を
検
討

公  約
変質・破たん

吉
祥
寺
地
区
の
病
院
ベ
ッ
ド
増
床
は

「
大
変
厳
し
い
」と
謝
罪

「
原
発
ゼ
ロ
を
求
め
ず
」

「
核
兵
器
禁
止
条
約
は
慎
重
に
」

「
保
険
証
存
続
求
め
ず
」

国
の
悪
政

持
ち
込
み

公約の変質・破たん、自民党政治の悪政持ち込み
―小美濃市政の問題点が早くも明らかに―

印鑑条例改正及び手数料徴収条例改正
（住民票自動交付機廃止）
介護保険条例改正（介護保険料値上げ）
女性差別撤廃条約選択議定書の批准を
求める意見書
２０２４年度一般会計予算

地方自治法改定の見直しを求める意見書
共同親権導入に慎重審議を求める意見書
ＰＦＡＳ対策強化を求める意見書
2024年度下水道事業会計
２０２４年度介護保険特別会計予算
２０２４年度国保特別会計予算

主な市長提出議案・意見書などへの各会派・議員の態度、採決結果一覧
共産 自民 立憲・ネ 公明 維新 ワクはた 無所属 下田

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 賛成：反対 結果

可 決22： ３

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可 決22： ２
× ○ ○ ○ ○ ○ × × 可 決18： ６
× ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可 決20： ４
× ○ ○ ○ ○ ○ × 可 決19： ５
○ × ○ × ○ × ○ ○ 可 決14：10
○ × × × × ○ ○ 否 決７：17
○ × ○ × × × ○ ○ 否 決12：13
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決24： ０

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可 決21： ４

○ × ○5×1

○1×5

○1×1

ガザ地区での即時停戦を求める決議

○ ○ ○ ○ × 可 決16： ９

「2024年度一般会計予算」以下の議案採決時に 1名欠席がありました。「地方自治法…」の意見書は可否同数となり、議長裁決で否決となりました。


